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国際農林水産業研究成果情報 No.11,2004(平成 15年度）

25. 適度の被陰は熱帯植物の定着を促し、

せる

初期保育作業を軽減さ

［具体的データ］

表 1 植栽木初期成長の一例 (Shoreabeccariana) 

調査区 告伐 無1/11伐

〔要 約〕 適度に盤墜された森林内では、皆伐地よ りも、フタバガキ科樹種を含む多 くの植物の活着率、

初期成長量が大き くなり 、さらに下刈 り作業に ともなう疲労が軽減 し、作業時間も 減少する。
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皿
2列（東ー西） 1列（東ー西） 2列（北ー南） 1列（北ー南）

平均伸長成長北(cm/7ヶ月） 14 36 29 50 45 27 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・ 
皆伐 * ns * * * * ns 

2列（東噂） ns * * * * * 
間11列（東ー西） * * * * ns 

伐 2列（北ー南） ns * * 
1列（北ー南） ＊＊ 

＊：有意水準5%、＊＊ 有意水辿1%、ns:有意差なし

推進会

識 名
国際農林水産業 専門 育林 対象 その他広葉樹 分類 研究 表 2 皆伐地、間伐地における下刈り時間

調査区 皆伐 無1/[J(父

［背景・ねらい］

多様な植物が生育 している熱帯で、樹木とともに果樹、薬用植物等を植栽 して育成 し、 収穫 し、中間収

入を得ながら林を育てる アグロフォ レス トリー は、長い年月 を要する森林の育成にも 、また地域社会の

生活条件の改善にも寄与しうる森林育成方法である。そこで、荒廃した熱帯の緑を取り戻すための一つ

の試み として、アグロフォ レス トリ ーによる混交林育成試験をマレイシア、サバ州でお こなっている 。本

試験では、植栽 した植物の最適な生育状態を明らかにするため、種々の外来早生樹種林内 （植栽間隔 3X 

3m)とその各種間伐地及び荒廃地二次林の帯状伐採地並びに皆伐地に各種の樹木、果樹、薬用植物を植

栽し、それらの生育状態を植栽後の活着、初期成長と生育地の関係から解析するとともに、森林作業条

件についても検討する。

［成果の概要• 特徴］

I. 熱帯の強い日射下では、皆伐地よ りも 、適度に被陰されると ころの方が、一部の植物 を除いて 、樹

木、果樹の初期枯死率が低くなる。特に、この傾向は被陰に耐える能力が高いフタバガキ科樹種で顕

著である（図 I)。初期成長醤 もフタバガキ科樹木は問伐地の方が皆伐地よ り大きい （表 I)。

2. サバ1'1・1で植栽されている 、いろいろな樹種の中で、被陰があまり強くないアカシア林、アルビジア

林、カリビアマツ林、タ ーミナリア林が、林内での植栽植物の生育に適している ことが下層植生の再

生量から推定された。植栽 した植物の活着、初期成長量 もこれらの林で大きかった。

3. 植物の多様性が高く 、生育が旺盛な熱帯では、森林を造成するために、植栽植物以外を取 り除く 、下

刈 りがきわめて重要な保育作業 となる。森林内や間伐地では、裸地での労働 に比べて、作業員の心拍

数が低下 し （（図 2)、その結果太陽光線に よる圧迫感、疲労感が軽減され （アンケー ト調査結果）、ま

た作業時間も減少した （表 2)。

4 以上の ことから 、フタバガキ科などの植物に対して、適度に被陰された森林内や間伐地は皆伐地より

すぐれた初期生育 ・保育現境を提供する。

［成果の活用面 ・留意点］

I. 熱帯造林の中で、価値の高い混交林の造成は大きな課題であるが、植栽後の初期段階で保設樹を利用

する ことにより 、フタバガキ科等の樹種とともに 、果樹や薬用植物の生育状態が改善され、アグロフォ

レス トリ ーに よる滉交林造成の可能性が高まる。

2. 樹木の成長習性からみて、被陰効果は初期生育に限られ、生育が進むにつれて、被陰の除去が課題と

なる。

3. 皆伐地よ りも適度の被陰下に植栽する ことに より、保育費の中で大きな割合を占める 、下刈 り費の軽

減が可能である。また被陰下では裸地よ りも 、作業員の下刈 り意欲が増すことが期待できる。

I/ii伐
2列（東＿西） ］列（東ー西） 2列（北ー南） 1列（北ー南）

平均作業時間（分/JOOm') 41 32 24 23 26 22 ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
皆伐 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 

椙l伐 2列（東ー西） ＊ * * ns "'"' 
flil伐 1列（東＿西） ns ns ns 

間伐 2列（北ー南） ns ns 

間伐 l列（北ー南） ns 
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有意水準5%、＊＊： 有意水細1%、ns:有意差なし

植栽植物の初期枯死率 （皆伐地と間伐地における例）
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 図 2

［その他］

研究課題 ：アグロフォ レストリ 一生産環境造成技術の開発

予算区分 ：国際プロ 〔熱帯林アグロ〕

研究期間 ：2003年度 (2000~ 2006年度）

研究担当者 ：加茂皓一、LenimLamalung、JaffirinLapongan (サバ森林研究センター）
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